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【定例研究会報告】 
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時 間： 16:00～18:00 
場 所： 社研会議室 
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2010 年 3 月 9 日（火） 定例研究会報告 
テーマ： 長崎市の概要について 
報告者： 長崎市東京事務所 山内豊和氏 
時 間： 12 時 30 分から 14 時 30 分 
場 所： 社会科学研究所 会議室 
参加者数：17 名 
報告内容概略： 
長崎市は東京 23 区の 3 分の 2 ほどの面積で、約 44 万人の人口を持ち、長崎市の発展は
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2010 年 5 月 15 日（土） 定例研究会報告 
テーマ： 「地方議会における政権交代の影響」 
報告者： 田村琢実（埼玉県議会議員） 
時 間： 14:00-17:00 
場 所： 神田校舎 13A 会議室（1 号館 13 階）  
参加者数：15 名 
報告内容概略： 
2009 年 9 月の総選挙で大敗を喫し、自民党は野党へと転落した。今回の研究会では、自
民党所属の埼玉県議会議員の立場から、埼玉県議会において長年多数派を維持してきたも
のの、近年その規模を縮小している自民党の現状と、所属議員たちの分析、さらに、政権
交代後に民主党政権が進める政策に対する、埼玉県議会での取り組みを紹介し、それらの
政策に対して議会の多数派である自民党がどのように対応しているかを報告した。 
埼玉県議会では、長年にわたって自民党所属議員たちが多数派を占めてきたものの、近
年、その規模は縮小している。自民党議員団の中では、諸提案に対して必ずしも活発な議
論が行なわれているとはいいがたく、一部の議員には、長年の任期にもかかわらず、議案
に対する知識不足を感じさせるものも存在する。 
そのような中で、議会は、知事提案の議案に対してそのまま可決されるのを見守ってい
る形であり、議会の重要な役割の一つである「行政へのチェック機能」が十分に働いてい
ないといえる。たとえば、民主党政権が推進する「子供手当て」「高校無償化」政策に関
して、埼玉県議会では、予算案審議の際にほとんど異論が出ることはなく、知事提案の議
案であるとして無修正で可決しようとした。これに対して報告者が中心となって「制度的
矛盾・財政的裏づけなし」であるとの付帯決議を認めさせたことは、全国的に画期的なこ
とであった。 
これに対して、フロアからは、自民党の低落傾向について、2009 年の総選挙の敗北など
の総括が為されていない、県議会における「政党」の位置づけおよび自民党内での派閥の
存在意義、さらに、自民党再生に関して、長老支配の現状に対する取り組みとリクルート
メント、今後の自民党の「政治綱領」の方向性など、多数の質問がなされた。また、民主
党政権の「マニフェスト」に対する評価、諸政策における鳩山内閣の閣僚の発言と現場と
の乖離、外国人地方参政権問題に関して、グローバル経済と地域住民の利害の国際化に対
する認識などについて、予定時間を越えて、活発な議論が交わされた。 
記：専修大学大学院法学研究科任期制助手・末次俊之 
 
